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２
０
１
４
サ
イ
ク
リ
ン
グ
屋
久
島

早
春
を
翔
け
る 

︱



AM 7:00

AM 12:00

PM 1:00

出発を前に－
100km スタート！

PM 5:00 前夜祭の様子

AM 8:00 AM 9:30

AM 10:00

ランニングバイクレース大盛況！ランニングバイクレース大盛況！

～西部林道～ 永田ASにて

PM 3:00
PM 4:0

0

木もれ日の中を～木もれ日の中を～

AM 10:30
50km
スタート

50kmコース参加の皆さん50kmコース参加の皆さん

～吉田ステーション～

～一湊ステーション～

栗生AS
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２
０
１
４
サ
イ
ク
リ
ン
グ
屋
久

島
は
、
２
月
16
日
（
日
）、
島
を

一
周
す
る
100‌

km
コ
ー
ス
が
尾
之
間

の
町
民
す
こ
や
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
を
７
時
ス
タ
ー
ト
、
50‌

km
は
、

永
田
公
民
館
を
10
時
半
に
ス
タ
ー

ト
し
、
２
３
２
人
が
早
春
の
風
を

受
け
て
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　

前
日
に
は
、
尾
之
間
の
同
会
場

で
前
夜
祭
が
あ
り
、
た
ん
か
ん
や

飛
魚
の
つ
け
あ
げ
な
ど
屋
久
島
の

特
産
品
が
ふ
る
ま
わ
れ
、
ゲ
ス
ト

の
元
モ
ー
ニ
ン
グ
娘
。
吉
沢
ひ
と

み
さ
ん
も
参
加
し
た
大
抽
選
会
で

は
、
焼
酎
三
岳
や
太
古
屋
久
の
島

の
ほ
か
、
鹿
児
島
か
ら
の
ペ
ア
宿

泊
券
な
ど
が
当
た
り
、
会
場
は
歓

声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
絶
好
の
サ
イ
ク
リ
ン

グ
日
和
と
な
り
、
参
加
者
は
、
木

漏
れ
日
の
西
部
林
道
や
、
紺
碧
の

海
を
見
な
が
ら
屋
久
島
の
里
地
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
各
エ
イ
ド

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
Ａ
Ｓ
）
で
は
、

か
か
ら
ん
だ
ん
ご
や
地
元
の
お
土

産
品
、
縄
文
水
の
ほ
か
、
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
ご
と
に
、
豚
汁
や
お
で
ん

な
ど
で
、
参
加
者
を
も
て
な
し
ま

し
た
。
一
湊
と
吉
田
集
落
で
は
、

地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
休
憩

2014サイクリング屋久島
〜エコの日・ノーカーデイ〜

世界自然遺産の島屋久島で
        「サイクリング屋久島」の日は、
環境に優しい自転車に乗って、
          身近な環境について考える日

「エコの日・ノーカーデイ」を目指します。



AM 7:00

AM 12:00

PM 1:00

出発を前に－
100km スタート！

PM 5:00 前夜祭の様子

AM 8:00 AM 9:30

AM 10:00

ランニングバイクレース大盛況！ランニングバイクレース大盛況！

～西部林道～ 永田ASにて

PM 3:00
PM 4:0

0
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ポ
イ
ン
ト
が
用
意
さ
れ
、
参
加
者

た
ち
は
、
そ
の
土
地
な
ら
で
は
の

情
報
に
目
を
丸
く
し
、
地
元
の
味

に
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。
各

集
落
で
は
、
通
過
時
刻
に
合
わ
せ

て
沿
道
に
詰
め
か
け
た
人
た
ち

が
、
笑
顔
で
声
援
を
送
っ
て
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
尾
之
間
会
場
で
は
、
未

就
学
児
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
バ
イ
ク
・

レ
ー
ス
も
開
催
さ
れ
、
ご
満
悦
の

子
ど
も
た
ち
に
熱
心
な
声
援
が
飛

び
交
っ
て
い
ま
し
た
。

　

50‌

km
コ
ー
ス
最
年
長
参
加
者
の

ト
ー
マ
ス 

ウ
ォ
ー
ド
さ
ん
（
69
）

は
「
自
然
も
い
い
け
ど
、
人
が
優

し
く
て
、
応
援
が
一
番
力
に
な
る
」

と
、
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
た
ち
は
、
ゴ
ー
ル
後
健

闘
を
た
た
え
合
い
、
記
念
写
真
を

撮
っ
た
り
、
屋
久
島
の
産
品
を
食

べ
た
り
、
尾
之
間
温
泉
を
利
用
す

る
な
ど
し
て
、
疲
れ
を
癒い
や

し
て
い

ま
し
た
。

　

首
都
圏
で
の
予
期
せ
ぬ
大
雪
で

参
加
で
き
な
か
っ
た
方
も
多
か
っ

た
今
大
会
で
し
た
が
、
参
加
さ
れ

た
方
た
ち
は
、
満
面
の
笑
み
で
島

の
産
品
や
人
と
自
然
に
癒
さ
れ
た

大
会
で
し
た
。

　今年４回目となるサイクリング屋久島は、
関東地方の大雪と天候不良で、参加できない
方も多くありましたが、それでも昨年並みの
参加者があり、最高の天気に恵まれ、事故・
トラブルもなく終了することができました。
　これも関係者・ボランティア・各集落の皆
さまのご協力の賜物であります。沿道での応
援と、ボランティアが支えるエイドステーショ
ンの「おもてなし」は選手の大きな力となりま
した。本当にありがとうございました。
　サイクリング屋久島は、２月の閑散期に観
光客をお迎えし、CO2削減を掲げ、エコな乗
り物自転車を利用した「ノーカーデイを目指そ
う」をテーマに大会を開催しております。
　地元の方々の参加も増え「健康的で最高」と
いう声も聞こえてきます。今後の課題として
は、大会中の通行車両が多いので、島内の皆
さまの更なるご協力をいただき、より安全で、
エコな大会としていきたいと考えております。
　今後ともご協力よろしくお願い致します。
　　　　サイクリング実行委員長　松本和則



 

　

２
月
10
日
（
月
）
中
央
中
学
校

で
能
楽
公
演
が
あ
り
、
生
徒
た
ち

は
、
日
本
の
伝
統
芸
能
「
能
楽
」

へ
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、

事
前
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
指
導
を

受
け
た
謡
う
た
いと
舞
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
文
部
科
学
省
が
行
う

「
次
代
を
担
う
子
ど
も
の
文
化
芸

術
体
験
事
業
」
と
し
て
、
一
流
の

文
化
芸
術
団
体
と
の
交
流
を
通
し

て
、
発
想
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
育
て
、
芸
術
家
の

育
成
や
芸
術
鑑
賞
能
力
の
向
上
を

目
指
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

国
の
無
形
文
化
財
で
あ
る
「
能

楽
」
は
、
古
く
か
ら
の
口
伝
え
に

よ
る
伝
承
形
態
な
ど
が
評
価
さ
れ

ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文
化
遺
産
に
も

登
録
さ
れ
て
お
り
、
人
形
浄
瑠
璃

な
ど
国
内
の
あ
ま
た
の
芸
能
の

ル
ー
ツ
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
来
島
し
た
片
山
家
能
楽
・
京

舞
保
存
財
団
は
、
定
期
的
に
全
国

を
巡
回
し
、
子
ど
も
た
ち
と
の
交

流
や
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

１
月
23
日
（
木
）
に
開
催
さ
れ

た
事
前
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、

１
・
２
年
生
が
能
楽
に
つ
い
て
学

び
、演
目
「
舎
利
」
の
ク
ラ
イ
マ
ッ

ク
ス
部
分
を
舞
い
手
と
謡
い
手
に

分
か
れ
、
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　

公
演
当
日
は
、
見
慣
れ
た
体
育

館
内
に
作
り
上
げ
ら
れ
た
荘
厳
な

雰
囲
気
の
舞
台
で
、
本
物
の
能
を

間
近
で
鑑
賞
す
る
と
と
も
に
、
多

く
の
地
域
の
方
々
が
見
守
る
中
、

練
習
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。
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日本の伝統芸能

能楽公演　生徒ら体験

　

早
春
の
た
ん
か
ん
香
る
永

田
路
を
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と

ジ
ョ
ギ
ン
グ
で
楽
し
む
第
29

回
ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
く
し
ま

が
、
２
月
２
日(

日)

開
催

さ
れ
、
家
族
連
れ
な
ど
約
500

人
が
、
息
を
弾
ま
せ
参
加
し

ま
し
た
。

　

天
候
に
恵
ま
れ
た
こ
の
日

は
、
体
を
動
か
す
と
汗
ば
む

ほ
ど
の
陽
気
で
、
最
も
参
加

が
多
か
っ
た
4.5
㎞
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
コ
ー
ス
で
は
、
風
光
明

媚
な
永
田
川
の
河
口
か
ら
海

沿
い
に
抜
け
、
た
ん
か
ん
畑

を
通
る
コ
ー
ス
を
歩
き
ま
し

た
。

　

４
㎞
と
７
㎞
の
ジ
ョ
ギ
ン

グ
コ
ー
ス
に
も
小
中
学
生
な

ど
が
参
加
し
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
と
す
れ
違
う
と
、
互
い
に

声
を
か
け
応
援
し
た
り
と
和

や
か
な
雰
囲
気
で
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
会
場
の
永
田
小
学

校
で
は
、
恒
例
の
う
ど
ん
販

売
に
長
蛇
の
列
が
で
き
、
体

育
館
で
は
、
集
落
で
作
る
か

ん
き
つ
類
や
絵
画
、
永
田
集

落
の
写
真
な
ど
を
展
示
し
た

永
田
文
化
祭
も
盛
況
で
し
た
。

たんかん香る 永田の里 第29回 ジョギングやくしま



　

平
成
25
年
度
の
共
生
協
働
型
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
推
進
優

良
団
体
表
彰
の
奨
励
賞
を
、
長
峰

集
落
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
県
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
推
進
協
議
会
（
伊
藤
祐
一

郎
会
長
）
に
よ
り
、
各
種
団
体
の

　

永
田
集
落
で
は
58
年
ぶ
り
と
い

う
二
十
三
夜
祭
が
、
旧
暦
の
１
月

23
日
に
あ
た
る
２
月
22
日
（
土
）

に
、
平
成
25
年
度
に
新
築
さ
れ
た

共
生
・
協
働
に
よ
る
ぬ
く
も
り
の

あ
る
積
極
的
な
地
域
づ
く
り
に
対

し
表
彰
さ
れ
る
も
の
で
、
長
峰
集

落
の
農
地
・
水
環
境
保
全
対
策
事

業
な
ど
を
活
用
し
た
農
村
風
景
の

維
持
や
、
地
域
通
貨
券
の
取
り
組

み
な
ど
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

長
峰
集
落
は
、
Ｉ
タ
ー
ン
者
の

定
住
も
進
み
「
長
峰
地
域
通
貨
券
」

の
活
用
に
よ
り
集
落
内
の
流
通
の

活
性
化
を
図
り
、
沿
道
の
草
刈
・

花
壇
整
備
な
ど
美
化
作
業
に
も
積

極
的
で
す
。
昨
年
の
区
制
60
周
年

事
業
で
は
、
若
手
の
活
躍
も
あ
り

夏
祭
り
も
復
活
し
て
い
ま
す
。

お
宅
を
お
借
り
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

永
田
集
落
で
は
か
つ
て
、
新
築

さ
れ
た
家
で
出
郷
者
の
無
事
を
祈

り
、
ま
た
青
年
団
が
集
落
の
安
全

を
祈
願
し
、
15
歳
に
な
っ
た
青
年

の
青
年
団
入
団
の
通
過
儀
礼
と
し

て
、
伝
統
芸
能
の
亀
女
踊
り
を
代

わ
る
が
わ
る
踊
る
と
い
う
習
わ
し

も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
千
切
須
奈
子
さ
ん

ら
有
志
の
発
案
で
集
ま
っ
た
当
時

　

旧
一
湊
中
学
校
を
発
着
地
と
し

て
開
催
さ
れ
た
「
第
１
回
屋
久
島

ト
レ
イ
ル
ラ
ン
＆
フ
ォ
ー
ラ
ム
32

㎞
」
に
は
、
島
内
外
か
ら
42
人
が

参
加
、
里
山
か
ら
海
を
見
下
ろ
す

眺
望
な
ど
を
楽
し
み
、
ラ
ム
サ
ー

ル
条
約
登
録
地
の
永
田
い
な
か
浜

を
知
る
永
田
の
向
江
地
区
の
方
々

な
ど
約
30
人
が
、
集
落
の
安
全
と
、

か
つ
て
二
十
三
夜
祭
が
行
わ
れ
て

い
た
頃
の
よ
う
な
活
気
あ
る
集
落

の
未
来
に
思
い
を
は
せ
、
青
年
団

Ｏ
Ｂ
な
ど
が
次
々
と
亀
女
踊
り
を

披
露
し
ま
し
た
。

　

二
十
三
夜
祭
り
は
、
町
内
の
多

く
の
集
落
で
行
わ
れ
、
太
陽
と
月

の
恵
み
に
感
謝
し
、
前
年
の
願
ほ

ど
き
と
新
し
い
年
の
五
穀
豊
穣
・

豊
漁
や
、
村
の
無
病
息
災
な
ど
を

祈
る
行
事
と
し
て
、
古
く
は
日
の

入
り
か
ら
日
の
出
ま
で
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。

を
走
り
、
ま
た
、
た
ん
か
ん

な
ど
の
島
の
産
品
を
食
べ
、

屋
久
島
の
里
の
魅
力
を
堪
能

し
ま
し
た
。

　

ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
と

は
、
登
山
道
や
林
道
な
ど
場

所
の
高
低
に
関
わ
ら
ず
、
舗

装
さ
れ
て
い
な
い
主
に
山
な

ど
の
自
然
の
中
を
走
る
ア
ウ
ト
ド

ア
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　

前
日
に
開
催
さ
れ
た
「
ス
ポ
ー

ツ
と
自
然
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で

は
、
プ
ロ
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ナ
ー
の

奥
宮
俊
祐
さ
ん
が
「
登
山
者
を
追

い
越
す
際
は
驚
か
せ
な
い
よ
う
に
、

　

平
成
25
年
度
の
鹿
児
島
県
広
報

コ
ン
ク
ー
ル
で
、
本
紙
、
昨
年
１

月
号
の
「
益
救
神
太
鼓
年
越
祭
」

の
表
紙
写
真
が
入
選
し
ま
し
た
。

　

本
町
が
、
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
で

入
選
し
た
の
は
、
平
成
16
年
度
に
、

ご
神
山
祭
り
の
ご
神
火
お
こ

し
の
神
事
で
、
火
矢
で
や
ぐ

ら
に
点
火
し
よ
う
と
す
る
一

瞬
を
と
ら
え
た
表
紙
写
真
以

来
と
な
り
ま
す
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
の
結
果
は
、

ま
ず
10
ｍ
前
か
ら
一
声
か
け
て
、

さ
ら
に
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
」
と
、
も
う
一
度
」
と
、
参
加

マ
ナ
ー
な
ど
を
話
し
ま
し
た
。

　

島
内
参
加
者
の
40
代
男
性
は

「
島
内
開
催
と
の
こ
と
で
喜
ん
だ
。

新
し
い
コ
ー
ス
に
も
期
待
し
た

い
」
と
、
話
し
ま
し
た
。

県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見
る
こ
と

が
で
き
る
ほ
か
「
町
報
や
く
し
ま
」

の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
は
、
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

2014.3.10　◆町報やくしま5

永
田
集
落
で
58
年
ぶ
り

二
十
三
夜
祭

里
山
・
海
浜
の
魅
力
満
載
！

屋
久
島
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
＆
フ
ォ
ー
ラ
ム鹿

児
島
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

１
枚
写
真
の
部　
入
選

「
町
報
や
く
し
ま　
平
成
25
年
１
月
号
」表
紙
写
真

共
生
協
働
型

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
推
進

優
良
団
体 
奨
励
賞

　
　
　
　
　
　
長
峰
集
落
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２
月
１
日
（
土
）
小
島
の
酒
瀬

川
広
之
さ
ん
の
園
で
、
収
穫
の
安

全
と
高
値
取
引
を
祈
願
し
て
、
た

ん
か
ん
の
は
さ
み
入
れ
式
が
行
わ

れ
、
八
幡
幼
稚
園
の
園
児
も
参
加

し
、
式
の
後
に
は
、
笑
顔
で
収
穫

を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、14
日
（
金
）
と
20
日
（
木
）

に
は
、
尾
之
間
と
原
集
落
で
、
た

ん
か
ん
の
品
評
会
が
あ
り
ま
し
た
。

　

復
活
３
年
目
と
な
っ
た
尾
之
間

集
落
の
品
評
会
に
は
30
品
が
、
継

続
的
に
品
質
向
上
に
向
け
た
取
り

組
み
を
試
行
す
る
原
の
品
評
会
に

は
22
品
が
出
品
さ
れ
、
原
集
落
で

は
、
出
品
者
が
お
互
い
の
た
ん
か

ん
を
試
食
す
る
、
新
し
い
取
り
組

み
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
収
穫
に
忙

し
い
時
期
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

集
ま
っ
た
農
家
の
人
た
ち
は
、
島

外
か
ら
取
り
寄
せ
た
他
地
区
の
た

ん
か
ん
も
食
べ
比
べ
て
、
味

の
特
徴
や
、
化
粧
箱
の
デ
ザ

イ
ン
な
ど
に
つ
い
て
も
意
見

を
交
わ
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
屋
久
島
た
ん
か
ん

は
、
夏
の
猛
暑
が
あ
っ
た
も

の
の
台
風
も
な
く
、
例
年
よ

り
甘
く
て
お
い
し
い
果
実
に

仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

収
穫
は
３
月
中
旬
頃
ま
で
続
き
、

種
子
屋
久
農
業
協
同
組
合
で
は
今

期
、
昨
年
を
上
回
る
約
６
０
０
ト

ン
の
出
荷
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

２
月
12
日
（
水
）
神
山
小
学
校

で
、
伝
統
の
第
38
回
竹
馬
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

２
月
22
日
（
土
）、
尾
之
間
運

動
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
第
２
回
屋
久

島
地
区
中
学
校
「
ゆ
っ
く
り
館
杯

争
奪
」
サ
ッ
カ
ー
大
会
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

　

児
童
た
ち
は
、
足
に
で
き
た
マ

メ
に
も
へ
こ
た
れ
ず
１
年
間
練
習

し
て
き
た
成
果
を
短
距
離
走
や

サ
ッ
カ
ー
な
ど
で
披
露
し
、
そ
の

元
気
な
姿
に
、
集
落
の
お
じ
い

ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
な
ど
多

く
の
観
衆
か
ら
歓
声
と
、
感
嘆
の

声
が
沸
き
お
こ
り
ま
し
た
。

　

大
人
顔
負
け
の
迫
力
で
疾
走
す

る
高
学
年
や
、
低
学
年
と
は
思
え

な
い
身
軽
さ
と
、
竹
馬
さ
ば
き
で
、

ボ
ー
ル
を
操
る
児
童
た
ち
。
最
後

に
行
わ
れ
た
５
、６
年
生
の
リ

レ
ー
競
技
で
は
、
竹
馬
の
大
先
輩

で
あ
る
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
た

法
人
サ
ポ
ー
ト
＆
ケ
ア
屋
久

島
主
催
）
が
、
安
房
の
野
球

場
で
は
「
ま
る
り
ん
カ
ッ
プ

野
球
大
会
（
屋
久
島
環
境
文

化
財
団
主
催
）」
が
開
催
さ

れ
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
岳

南
・
安
房
・
中
央
の
３
チ
ー

ム
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

両
大
会
と
も
優
勝
は
、
中
央
中

学
校
で
し
た
が
、
ど
の
試
合
も
白

熱
し
た
試
合
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　

ま
る
り
ん
カ
ッ
プ
の
始
球
式
で

は
、
ま
る
り
ん
が
マ
ウ
ン
ド
に
立

つ
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

ち
に
も
堂
々
と
勝
利
し
ま
し
た
。

　

児
童
の
使
う
竹
馬
に
は
、
家
族

代
々
受
け
継
い
だ
も
の
や
、
子
ど

も
に
合
わ
せ
て
細
部
に
補
強
や
工

夫
を
こ
ら
し
た
も
の
な
ど
、
世
代

を
超
え
た
つ
な
が
り
が
息
づ
く
、

伝
統
行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

甘く大きい
『屋久島たんかん』

新たな取り組みもー

竹馬さばき　鮮やかに

神山小学校 竹馬大会

ゆっくり館杯争奪
　中学校サッカー大会

まるりんカップ
　野球大会
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２
月
９
日
（
日
）
宮
之
浦
の
離

島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
で
、
屋
久

島
混
声
合
唱
団
の
第
21
回
定
期
演

奏
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

屋
久
島
の
歌
に
始
ま
り
、
前
回

の
定
期
演
奏
会
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト

に
要
望
の
あ
っ
た
昭
和
の
懐
メ

ロ
、
石
原
裕
次
郎
の
曲
な
ど
を
織

り
交
ぜ
、
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
豊
か

な
楽
曲
が
歌
い
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
賛
助
出
演
の
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
奏
や
、
宮
浦
小
金
管
バ
ン
ド
、

中
央
中
吹
奏
楽
部
も
見
事
な
演
奏

を
披
露
し
た
ほ
か
、
屋
久
島
に
移

住
を
検
討
す
る
メ
ン
バ
ー
が
い
る

こ
と
か
ら
神
奈
川
県
の
コ
ー
ル
Ｎ

Ｋ
の
５
人
の
方
々
が
合
唱
に
参
加

す
る
な
ど
、
人
と
人
と
の
つ
な
が

り
が
花
を
添
え
た
演
奏
会
と
な
り

ま
し
た
。

共
に
奏
で
る
メ
ロ
デ
ィ
ー

屋
久
島
混
声
合
唱
団

　金岳小・中学校では、毎学期末に「合同会食」を実施し
ています。
　これは、日頃からお世話になっている診療所の先生や
役場出張所、共同調理場の皆さんを学校給食に招待して、
感謝の意を表すというものです。以前は、一つの教室で
できるくらいの人数でしたが、児童生徒数が増えた今は、

体育館にシートを敷いて行う大きな行事となりました。
  ２月27日（木）の合同会食は、診療所の石田仁男先生が５年９か月の任期を終え、口永良部島を去られ
る直前の会食となり、寂しくもありましたが、子どもたち一人一人、思い
を込めたお礼のことばと手作りのアロマキャンドルを来校してくださった
方々に贈り、温かい雰囲気の中で親睦を深めることができました。
　学校からは「さわやかあいさつ日本一運動」の優良団体となった報告を
し、島全体で気持ちのよいあいさつを交わしていく気運を更に高めていこ
うと決意を新たにする機会ともなりました。

感謝の絆
きずな

　あいさつにのせて
合同会食　〜 金岳小・中学校 〜
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＊
毎
月
第
３
土
曜
日
は
「
青
少
年
育
成
の
日
」
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２
月
23
日
（
日
）
宮
之
浦
の
離

島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
で
、
第
７

回
の
屋
久
島
町
生
涯
学
習
大
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
本
年
度

町
の
無
形
民
族
文
化
財
に
登
録
さ

れ
た
「
楠
川
盆
踊
り
」
が
披
露
さ

れ
、
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
元
小
結
の
舞
の
海

秀
平
さ
ん
が
「
可
能
性
へ
の
挑
戦
」

と
い
う
演
題
で
、
大
相
撲
の
裏
話

な
ど
で
会
場
を
盛
り
上
げ
、
ま
た

相
撲
を
通
し
て
、
更
に
は
テ
レ
ビ

キ
ャ
ス
タ
ー
と
し
て
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
取
材
に
行
っ
た
経
験
な
ど
か

ら
「
努
力
は
絶
対
に
裏
切
ら
な
い
」

と
、
強
く
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
会
の
中
で
表
彰
さ
れ
た
の
は
、

次
の
方
々
で
す
。

■
家
族
へ
の
手
紙
事
業

最
優
秀
賞

【
小
学
生
の
部
】

　

武
田　

星
南　

八
幡
小
１
年
生

【
中
学
生
の
部
】

　

宮
﨑　

依
里　

安
房
中
１
年
生

【
成
人
の
部
】

　

酒
井　

正
樹　

永　

田

■
青
少
年
健
全
育
成
標
語

〇
最
優
秀
賞

【
小
学
校
下
学
年
の
部
】

　

安
楽　

悠
陽　

八
幡
小
２
年
生

【
小
学
校
上
学
年
の
部
】

　

島
本　

海
和　

神
山
小
４
年
生

【
中
学
生
の
部
】

　

川
﨑　

ま
ゆ　

中
央
中
３
年
生

■
青
少
年
健
全
育
成
ポ
ス
タ
ー

【
小
学
校
下
学
年
の
部
】

　

松
本　

亜
未　

神
山
小
３
年
生

【
小
学
校
上
学
年
の
部
】

　

笹
倉　

未
森　

神
山
小
６
年
生

■
さ
わ
や
か
あ
い
さ
つ
日
本
一
運

動
実
践
の
優
良
団
体
表
彰

　

屋
久
島
高
等
学
校

　

金
岳
小
・
中
学
校

　

安
房
中
学
校

　

小
原
町
子
ど
も
会

　

原
子
ど
も
会

　

尾
之
間
子
ど
も
会

　

宮
浦
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
生
活
指
導
部

　

屋
久
島
町
地
域
女
性
団
体
連
絡

　

協
議
会

　

尾
之
間
老
人
ク
ラ
ブ

　

安
房
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

		


粟
穂
ク
ラ
ブ

■
各
種
表
彰
伝
達

〇
鹿
児
島
県
優
良
少
年
少
女
団
体

表
彰

　

小
島
子
ど
も
会

〇
熊
毛
地
区
社
会
教
育
関
係
優
良

個
人
表
彰

　

山
﨑
奈
美
子

〇
熊
毛
地
区
社
会
教
育
関
係
優
良

団
体
表
彰

　

出
前
！
お
話
し
一
歩

〇
熊
毛
地
区
子
ど
も
会
育
成
連
絡

協
議
会
表
彰

　

並
木
町
子
ど
も
会

　

船
行
子
ど
も
会

　

12
月
７
日
（
土
）
に
「
屋
久
島

ジ
ュ
ニ
ア
検
定
」
を
実
施
し
ま
し

た
。
町
内
の
小
・
中
学
生
が
、
郷

土
屋
久
島
に
関
す
る
「
自
然
・
環

境
」「
文
化
・
伝
統
・
風
俗
」「
地
理
・

歴
史
」「
町
政
・
産
業
」
の
問
題

１
０
０
問
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
全

受
検
者
数
４
１
６
人
の
う
ち
、
今

回
は
、
昨
年
を
上
回
る
24
人
が
合

格
（
80
問
以
上
正
解
）
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
高
校
生
も
小･

中

学
生
に
負
け
て
は
い
ら
れ
な
い
と
、

挑
戦
し
ま
し
た
。
ま
た
、
一
般
の

方
も
21
人
が
受
検
し
ま
し
た
。

【
小
・
中
学
生
合
格
者
】　

宮
浦
小　

６
年　

岩
川　

千
尋

一
湊
小　

６
年　

内
田　

碧
海

永
田
小　

５
年　

柴　
　

悠
太

永
田
小　

５
年　

角
田　

優
衣

永
田
小　

５
年　

德
永　

よ
し
み

永
田
小　

６
年　

酒
井　

駿

永
田
小　

６
年　

日
高　

裕
貴

永
田
小　

６
年　

塚
田　

月

中
央
中　

１
年　

眞
邉　

小
夏

中
央
中　

２
年　

森
下　

喬

中
央
中　

２
年　

内
田　

樹

中
央
中　

２
年　

矢
野　

陽
介

中
央
中　

２
年　

渡
邉　

夏
巳

中
央
中　

２
年　

渡
邉　

千
乃

安
房
中　

１
年　

今
屋　

省
吾

安
房
中　

１
年　

宮
﨑　

依
里

安
房
中　

１
年　

山
路　

海
憂

安
房
中　

２
年　

日
髙　

達
哉

安
房
中　

２
年　

菊
池　

菜
月

安
房
中　

２
年　

鶴
田　

萌

安
房
中　

２
年　

日
高　

真
奈
美

安
房
中　

２
年　

星
野　

美
夢

安
房
中　

２
年　

前
田　

真
弥

安
房
中　

２
年　

横
手　

千
乃

【
高
校
生
・
一
般
合
格
者
】

屋
久
島
高
２
年　

本
藤　

愛
美

屋
久
島
高
２
年　

坂
元　

仁

屋
久
島
高
２
年　

松
田　

華
歩　

屋
久
島
高
２
年　

内
田　

健
耕

屋
久
島
高
２
年　

岩
川　

剣
徒

屋
久
島
高
２
年　

寺
田　

浩
樹

屋
久
島
高
２
年　

中
村　

紘
介

屋
久
島
高
２
年　

眞
邉　

祐
人

屋
久
島
高
教
諭　

峯
戸
松　

紗
世

屋
久
島
高
教
諭　

四
角
目　

昇
一

永
田
小　

教
頭　

長
﨑　

克
則

永
田
小　

教
諭　

山
﨑　

洋
平

永
田
小　

教
諭　

池
水　

晃

小
瀬
田
小
教
頭　

大
迫　

誠

小
瀬
田
小
教
諭　

荒
木　

保
徳

安
房
中
支
援
員　

日
髙　

美
千
代

一　
　
　
　

般　

武
藤　

弘

＊
毎
月
第
３
日
曜
日
は
「
家
庭
の
日
」　
＊
毎
月
23
日
は
「
子
ど
も
と
い
っ
し
ょ
に
読
書
の
日
」

＊
毎
月
第
３
土
曜
日
は
「
青
少
年
育
成
の
日
」

「さわやかあいさつ日本一のまち」づくりを推進しましょう 
〜いつでも　どこでも　だれとでも　気持ちのよいあいさつをしましょう〜

屋久島町「さわやかあいさつ日本一のまち」づくり推進委員会

平
成
25
年
度

『
屋
久
島
ジ
ュ
ニ
ア
検
定
』

第
７
回 
屋
久
島
町
生
涯
学
習
大
会



　

２
月
15
日
か
ら
19
日
ま
で
の
５

日
間
、
第
61
回
鹿
児
島
県
下
一
周

市
郡
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

熊
毛
チ
ー
ム
は
Ｃ
ク
ラ
ス
優
勝

を
目
標
に
掲
げ
大
会
に
臨
み
、
連

日
、
指
宿
と
一
進
一
退
の
攻
防
を

繰
り
広
げ
、
一
時
は
Ｃ
ク
ラ
ス
優

勝
を
つ
か
み
か
け
ま
し
た
が
、
最

後
に
58
秒
差
と
い
う
僅
差
で
指
宿

に
敗
れ
、
惜
し
く
も
10
位
で
大
会

を
終
了
し
ま
し
た
。

　

屋
久
島
町
か
ら
は
熊
毛
地
区
代

表
と
し
て
９
名
の
選
手
が
出
走

し
、
一
人
ひ
と
り
が
安
定
し
た
走

り
で
チ
ー
ム
に
貢
献
し
ま
し
た
。

　

今
大
会
は
、
若
手
の
躍
進
と
ベ

テ
ラ
ン
の
粘
り
が
う
ま
く
か
み
合
っ

た
大
会
と
な
り
、
今
後
が
と
て
も
楽

し
み
な
熊
毛
チ
ー
ム
で
し
た
。

　

応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

■
屋
久
島
町
出
身
の
出
場
選
手

　

※
○
は
出
場
回
数

鹿
島
大
夢
（
屋
久
島
高
２
年
）
初

矢
野
敬
二
郎
（
鹿
児
島
城
西
高
３
年
）
③

永
田
一
馬
（
第
一
工
大
２
年
）
⑤

鮫
島
圭
祐
（
鹿
屋
体
育
大
２
年
）
②

寺
田
耕
作
（
鹿
児
島
国
際
大
３
年
）
⑥

鎌
田
大
輝
（
南
日
本
銀
行
）
④

新
田
正
洋
（
屋
久
島
南
分
遣
所
）
⑦

宇
都
翔
吾
（
屋
久
島
町
役
場
）
⑦

寺
田
光
興
（
陸
上
自
衛
隊
）
⑰
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第
61
回
県
下
一
周
駅
伝

　世界の屋久島美術展の表彰式を、２月 13日（一般の部）と２月 23日（小中
学生の部）の両日屋久島町総合センターで行いました。島内外者・町内児童生
徒の出品数 433 点（出品者数 421 人）の中から、一般の各特別賞と小中学生の
教育委員会賞、優秀賞が選ばれました。
　一般作品と小中学生の入選作品　110 点を３月 11日（火）～３月 23日（日）
まで尾之間中央公民館で展示しますので、ぜひご覧ください。
　各受賞者は次のとおりです。
【一般の部】
屋久島町長賞　　　　　　　　　杉　本　和賀子（平　　　　内）
南日本新聞社賞　　　　　　　　末　野　昌　子（宮　之　浦）
ＫＹＴ鹿児島読売テレビ賞　　　川　﨑　武　夫（宮崎県綾町）
鹿児島県美術協会賞　　　　　　友　草　孝　一（宮崎県高鍋町）
屋久島環境文化財団賞　　　　　鈴　木　美津子（永　　　　田）
屋久島町議会議長賞　　　　　　太　田　夏　希（浜　松　市）
屋久島町文化協会賞　　　　　　富　安　登志子（鹿 児 島 市）
屋久島町教育委員会賞　　　　　野　村　富久代（安　　　　房）
屋久島観光協会長賞　　　　　　肥　後　美穗子（宮　之　浦）
屋久島町商工会長賞　　　　　　松　本　　　章（口永良部島）
屋久島ライオンズクラブ会長賞　江　口　勝　實（栗　　　　生）

【小中学生の部】
教育委員会賞（小学生下学年）　髙　橋　紳　太（一湊小３年生）
教育委員会賞（小学生上学年）　市　橋　由　羅（神山小４年生）
教育委員会賞（中学生）　　　　中　村　理　歩（安房中２年生）
優秀賞（小学生下学年）　　　　日　髙　駿太郎（神山小１年生）
優秀賞（小学生上学年）　　　　藤　條　玉　葉（永田小４年生）
優秀賞（中学生）　　　　　　　今　村　芽　生（岳南中１年生）

第21回 『世界の屋久島』美術展　開催中

小学生下学年の部『縄文杉』

屋久島町長賞『one and one- 屋久島』

中学生の部『さつき吊り橋』

小学生上学年の部『大きな魚』



■
応
募
資
格

　

地
域
住
民
の
方
々
に
よ
り
組
織

さ
れ
て
い
る
自
治
会
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
、
任
意
団
体
等

■
活
動
条
件

　

３
月
30
日
（
日
）
ま
で
に
、
県

管
理
地
の
道
路
・
河
川
・
港
湾
・

漁
港
・
空
港
・
砂
防
・
海
岸
の
除
草
、

伐
採
を
１
，０
０
０
㎡
以
上
行
う

こ
と
。

■
委
託
費
用

　

１
団
体
当
た
り
５
万
円

■
応
募
締
切

  

３
月
20
日
（
木
）

■
応
募
方
法

　

除
草
、
伐
採
す
る
前
に
、
県
屋

久
島
事
務
所
に
備
え
付
け
の
申
込

書
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

県
熊
毛
支
庁
屋
久
島
事
務
所

　

 

総
務
企
画
課

　

 

（
☎
４
６
︱
２
２
１
１
）

　

〒
８
９
１
︱
４
３
１
１

　

屋
久
島
町
安
房
６
５
０
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屋
久
島
里
づ
く
り
事
業

参
加
団
体
募
集 
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恵まれた自然の中で
　　　　　暮しませんか？
恵まれた自然の中で
　　　　　暮しませんか？

定住団地分譲中！

★
安房字春田
・宮之浦から車で30分
・屋久島空港から車で15分
・安房港から車で5分

あんぼう はるた

○分譲地の内容
　・所在地　鹿児島県熊毛郡屋久島町安房字春田
　・現状　　更地（地目：宅地）
　・区画数　8区画（全31区画中、売却済23区画）
　・1区画面積　279～388
　・設備　　電気幹線配線済、水道各戸配管済、道路幅6m
　・引渡　　契約締結後即日
　・その他　代金支払いは分割払いも可

　定住環境の整備を目的として
「屋久島町安房字春田」に住宅
用地を造成し、購入希望者を募
集しています。

お問い合わせ先
　屋久島町財産管理課
　〒891-4205　鹿児島県熊毛郡屋久島町宮之浦1593番地
　☎0997-43-5900（内線211、 207）　FAX0997-42-1505
　E-mail：zaisan@yakushima-town.jp
　http://www.yakushima-town.jp/

2400-93

2400-472

2400-473 2400-460 2400-465

2400-467

2400-470

2400-471

2400-468 2400-469 2400-448 2400-447

2400-450

2400-451
2400-461

2400-460

2400-452

2400-454

2400-455 2400-456

2400-453

2400-449

2400-446 2400-444
2400-445 2400-443

2400-440
2400-438

2400-439 2400-441

2400-464



農林水産課だより
『ぽんかん・たんかん』
１．細部せん定と土壌改良
　　花の状態をみながら、枝の細かい部分のせん定を行い
　ましょう。徒長枝や果梗枝の間引きを中心に行うととも
　に、誘引によって日当たりの確保と結果母枝の確保に努
　めましょう。
２．花肥と土壌改良
　１）着花過多が予想されるたんかん園は、開花１〜２週
　　　間前に１０ａあたりに、尿素１０ｋｇか硫安２０ｋｇ
　　　を施肥しましょう。
　２）たんかんで異常落葉（葉先が枯れて落葉）の見られ
　　　る園が多いようです。苦土石灰等の石灰資材を施肥
　　　してください。
３．病害虫対策
　１）平成２５年度は、赤衣病の被害が多くみられました。
　　　開花期にジマンダイセン水和剤の６００倍液を散布
　　　すると効果的です。
　２）落花期が、そうか病の２回目の防除時期となります。
　　　前年に発生した園については、ナリアＷＤＧの２０
　　　００倍液を散布しましょう。
　３）かいよう病・黄斑病が心配される園は、落花期にＩ
　　　Ｃボルドー６６Ｄの８０倍液を散布すると効果的で
　　　す。

『ビワ』
１．適期収穫
　　本格的な収穫期になります。
　　ビワは、完熟近くなって急速に糖度が上がってきます。
　収穫適期としては、果皮の緑色が抜け、果実全体が黄色

　からオレンジ色を帯びて８〜９部着色になった頃です。
　未熟果は酸が多く食味が悪く、過熟果はしなび果やそば
　かす症の発生が多くなるので適期収穫に心がけましょう。
　　また、収穫最盛期以降は、急速に着色が進むので過熟
　にならないよう注意しましょう。
２．お礼肥の施用
　　１日目の収穫直後、樹勢の回復と夏枝の伸長促進のた
　めに、配合肥料を適正量施用し、土と軽く混ぜるように
　しましょう。

『パッションフル−ツ』
１．人工受粉
　　晴天日では午前中に開花が始まり、その後に葯が破れ
　て花粉が出てきます。
　　習字用の小筆を用い、筆先に花粉をつけて雌しべに受
　粉します。人工受粉はほとんどの花に花粉が出てきてか
　ら行いましょう。( 午前１０時以降 )
　　開花期の後半には、結実しない花（雌しべが充分に外
　側に曲がらない花）が多くなるので、注意して受粉しま
　しょう。
２．摘　果
　　受粉後、結実した果実の生育は旺盛で、開花後１４日
　で収穫時の約９０％、２１日で収穫時の大きさになりま
　す。果実の肥大促進には、早期の摘果が大切です。変形
　果や初期肥大の悪い果実は種子数が少なく肥大は望めな
　いので、早期に摘果しましょう。
　　着果過多になると着色不良や早期落果が多くなります。
　１新梢当たりの着果数は新梢の勢いにより５〜８個に調
　整しましょう。

農林水産課だより （４月の農作業メモ）
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宮之浦
福里　伊

い お り

織くん
お母さん　ゆかりさん

楠川
牧　優

ゆ う き

輝くん
お母さん　さゆりさん

安房
船迫　龍

たつひろ

弘くん
お母さん　聡子さん

宮之浦
原田　昊

そら

くん
お母さん　郁美さん

永田
日髙　凜

り ん

音ちゃん
お母さん　李香さん

宮之浦
井手上　瑞

み ず ほ

穂ちゃん
お母さん　由美子さん

春牧
辻内　杏

あ ん り

莉ちゃん
お母さん　翠さん

小島
岩山　望

の あ

愛ちゃん
お母さん　理香さん

永久保
濱﨑　仁

に な

奈ちゃん
お母さん　春菜さん

宮之浦
斉藤　聖

せ あ

愛ちゃん
お母さん　さやかさん

春牧
日髙　一

ひ と き

輝くん
お母さん　エリモさん

平内
石我　ももちゃん
お母さん　香織さん

安房
田中　美

み ゆ う

佑ちゃん
お母さん　みちるさん

宮之浦
島崎　麻

ま り ん

鈴ちゃん
お母さん　真由美さん

原
荻野　麻

ま や

文ちゃん
お母さん　彩子さん

平内
泊　希

の の

乃ちゃん
お母さん　さつきさん

安房
寺内　幸

こうせい

聖くん
お母さん　恵美さん

宮之浦
竹之内　心

み ゆ

結ちゃん
お母さん　瞳さん

尾之間
平嶺　羽

は る く

琉玖くん
お母さん　美和さん

宮之浦
日髙　りりちゃん
お母さん　久美子さん

中間
渡辺　陽

は る と

翔くん
お母さん　千晶さん

（3歳児健診2月分）
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財
産
管
理
課
で
は
、
町
営
住
宅

の
入
居
を
募
集
し
ま
す
。

　

入
居
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
財

産
管
理
課
（
宮
之
浦
支
所
）
及
び

各
支
所
出
張
所
に
備
え
付
け
の
申

込
用
紙
に
必
要
書
類
を
添
え
て
、

申
込
期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

■
募
集
住
宅

○
安
房
集
落
（
２
戸
）

野
首
団
地
２
︱
２
号
・
２
︱
６
号

　

間
取
り
：
３
Ｋ(

鉄
筋
コ
ン
ク

　

リ
ー
ト
造
２
階
建
て)

　

場　

所
：
安
房
郵
便
局
隣

　

家　

賃
：
月
額
１
０，
０
０
０

　

円
か
ら
（
所
得
に
よ
り
変
動
）

　

敷　

金
：
家
賃
の
３
ヶ
月
分

○
尾
之
間
集
落
（
１
戸
）

尾
之
間
団
地
Ｏ
︱
２
︱
１
０
２
号

　

	
	

　
（
世
帯
用
）

　

間
取
り
：
３
Ｄ
Ｋ(

鉄
筋
コ
ン

　

ク
リ
ー
ト
造
２
階
建
て
の
１
階)

　

場　

所
：
県
道
を
日
高
石
油
よ

　

り
栗
生
方
面
へ
約
50
ｍ
。
町
営

　

住
宅
２
棟
う
ち
栗
生
側

　

家　

賃
：
月
額
１
６，
６
０
０

　

円
か
ら
（
所
得
に
よ
り
変
動
）

　

敷　

金
：
家
賃
の
３
ヶ
月
分

■
入
居
資
格
者

①
現
在
、
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ

　

と
。

②
現
在
同
居
し
て
い
る
、
又
は
、

　

同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ

　

る
こ
と
。（
尾
之
間
団
地
の
み
）

③
収
入
が
、
基
準
以
下
で
あ
る
こ

　

と
。（
月
額
所
得
が
15
万
８
千

　

円
を
超
え
な
い
こ
と
。）

※
月
額
所
得
＝{

年
間
所
得 

︱（
扶

養
控
除
38
万
円
×
人
数
＋
特
別
控

除
○
○
○
円}
÷
12

④
町
税
等
滞
納
の
な
い
こ
と
。

■
申
込
期
間

　

７
月
10
日
（
水
） 

〜
18
日
（
木
）

■
そ
の
他

①
２
名
以
上
の
申
込
み
が
あ
っ
た

　

場
合
は
、
抽
選
と
な
り
ま
す
。

②
抽
選
日
等
に
つ
い
て
は
、
入
居

　

資
格
審
査
後
、
入
居
資
格
を
満

　

た
す
方
に
別
途
通
知
し
ま
す
。

③
現
在
、
平
成
25
年
度
町
営
住
宅

　

の
空
き
家
待
ち(

上
半
期
分)

の

　

登
録
を
し
て
い
る
方
も
、
別
途

　

申
し
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問 

財
産
管
理
課
（
宮
之
浦
支
所
）

　

 

住
宅
管
理
係
（
内
線
２
１
５)

　

財
産
管
理
課
で
は
、
口
永
良
部

島
定
住
促
進
住
宅
と
、
町
営
住
宅

の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

入
居
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
財

産
管
理
課
（
宮
之
浦
支
所
）・
各

支
所
出
張
所
に
備
え
付
け
の
申
込

用
紙
に
必
要
書
類
を
添
え
て
、
申

込
期
間
内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
募
集
住
宅
名
及
び
戸
数

１
．
口
永
良
部
島
定
住
促
進
住
宅

（1）
定
住
促
進
住
宅　

１
︱
１
号（
世

帯
用
）

間
取
り
：
３
Ｄ
Ｋ

　
　
　
　
（
木
造
平
屋
建
て
）

■
入
居
資
格
者

■
定
住
促
進
住
宅
の
使
用
期
間

　

使
用
期
間
の
限
度
は
、
原
則
７

年
で
す
。

２
．
町
営
住
宅

（1）
一
湊 

大
浦
団
地　

１
号
（
世

帯
用
）

間
取
り
：
３
Ｄ
Ｋ
（
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
２
階
建
て
１
階
）

（2）
志
戸
子
団
地
１
︱
１
号
（
世
帯

用
）

間
取
り
：
３
Ｄ
Ｋ
（
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
２
階
建
て
１
階
）

（3）
宮
之
浦 

香
附
子
団
地
７
︱
４
号

（
単
身
・
世
帯
兼
用
）

間
取
り
：
３
Ｋ
（
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
２
階
建
て
）

（4）
口
永
良
部
島 

本
村
団
地　

１
︱

２
号
（
世
帯
用
）

間
取
り
：
３
Ｄ
Ｋ
（
木
造
平
屋
）

■
入
居
資
格
者

①
現
在
、住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
。

②
世
帯
用
住
宅
は
、
現
在
同
居
し

て
い
る
、
ま
た
は
、
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と
。

③
月
額
所
得
が
、
15
万
８
千
円
を

超
え
な
い
こ
と
。（
定
住
促
進
住

宅
は
所
得
制
限
無
し
）

※
月
額
所
得
＝{

年
間
所
得
︱（
扶

養
控
除
38
万
円
×
○
人+

特
別
控

除
○
○
○
円}

÷
12

④
町
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

⑤
口
永
良
部
島
へ
の
移
住
者
で
あ

る
こ
と
。（
定
住
促
進
住
宅
の
み
）

■
申
込
期
間

　

３
月
11
日
（
火
）
～
18
日
（
火
）

■
そ
の
他

①
２
名
以
上
の
申
込
み
が
あ
っ
た

場
合
は
、
抽
選
と
な
り
ま
す
。

②
抽
選
日
等
に
つ
い
て
は
、
入
居

資
格
審
査
後
、
入
居
資
格
を
満
た

す
方
に
通
知
し
ま
す
。

③
現
在
、
町
営
住
宅
の
空
き
家
待

ち
の
登
録
を
し
て
い
る
方
も
、
別

途
申
し
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問 

財
産
管
理
課
住
宅
管
理
係

　
　
（
☎
内
線
２
１
５
）

■
採
用
区
分

・
警
察
官
Ａ
（
男
性
）

・　

〃
官
Ａ
（
女
性
）

・　

〃
官
Ａ
（
武
道
）

■
受
験
資
格

・
昭
和
58
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

　

５
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

　

た
方

・
大
学
既
卒
者
又
は
平
成
27
年
３

　

月
末
で
卒
業
見
込
み
の
者

・
警
察
官
Ａ
（
武
道
）
は
、
柔
道

　

又
は
剣
道
が
３
段
以
上
で
あ
る

　

こ
と
を
必
要
と
し
ま
す
。

■
第
１
次
試
験

【
試
験
日
】
５
月
11
日
（
日
）

【
試
験
内
容
】
教
養
試
験
、
論
文

試
験
、
身
体
一
般
検
査
、
実
技
試

験
（
武
道
区
分
の
み
）

【
試
験
地
】
鹿
児
島
市

■
試
験
案
内
・
申
込
書
配
布
場
所

　

２
月
25
日
（
火
）
か
ら
鹿
児
島

県
警
察
本
部
ま
た
は
県
内
各
警
察

署
、
人
事
委
員
会
事
務
局
、
県
外

事
務
所
等
で
配
布
し
ま
す
。

■
受
験
申
込
受
付
期
間

　

３
月
31
日
（
月
）

　

～
４
月
16
日
（
水
）

※
郵
送
の
場
合
は
、
消
印
有
効

問 

県
警
察
本
部
警
務
課
採
用
係

（
☎
０
９
９
︱
２
０
６
︱
２
２
２
０
）

県
警
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://

w
w
w
.pref.kagoshim

a.jp/
police/

　

４
月
27
日
（
日
）
に
尾
之
間
の

町
民
す
こ
や
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
で
行
う
、
第
５
回
屋
久
島
町

ふ
る
さ
と
産
業
祭
り
で
「
ゆ
る

キ
ャ
ラ
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
開
催
し

ま
す
。

■
募
集
テ
ー
マ

　

屋
久
島
町
の
特
産
品

（
ポ
ン
カ
ン
、タ
ン
カ
ン
、飛
魚
、

　

屋
久
杉
な
ど
）

■
応
募
方
法

　

Ａ
４
版
（
縦
）
の
用
紙
に
、キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
全
体
を
カ
ラ
ー
で
描

い
て
く
だ
さ
い
。

　

応
募
者
の
住
所
、氏
名
、年
齢
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
名
前
、
説
明
を

記
入
し
て
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

応
募
は
お
１
人
様
１
作
品
で
す
。

■
応
募
締
切

　

４
月
10
日
（
木
）
必
着

■
応
募
先

　

屋
久
島
町
ふ
る
さ
と
産
業
祭
り

実
行
委
員
会
（
農
林
水
産
課
内
）

　
（
☎
内
線
３
６
４
）

　

〒
８
９
１
︱
４
４
０
４

　

屋
久
島
町
尾
之
間
１
５
７
番
地

　　

教
育
委
員
会
で
は
、
年
間
を
通

し
て
定
期
的
に
利
用
す
る
団
体
に

小
学
校
及
び
中
学
校
の
校
庭
・
体

育
館
等
を
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
レ
ー

シ
ョ
ン
活
動
の
場
と
し
て
開
放
す

る
「
学
校
開
放
事
業
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

事
業
内
容
の
詳
細
等
を
知
り
た

い
方
は
、
次
の
と
お
り
利
用
団
体

代
表
者
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

■
期
日　
３
月
25
日
（
火
）

■
時
間　
午
後
６
時
30
分

■
場
所　
総
合
セ
ン
タ
ー
（
安
房
）

　
　
　
　
　

１
階
大
会
議
室

お知らせ INFORMATIONお知らせ
お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

屋
久
島
町
役
場

☎
４
３
︱
５
９
０
０

ふ
る
さ
と
産
業
祭
り

「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
」大
募
集
！

学
校
開
放
事
業
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口
永
良
部
島
定
住
促
進
住
宅

・
町
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

　

町
報
２
月
号
６
頁
の
「
全
国

離
島
振
興
協
議
会
会
長
表
彰
」

の
記
事
で
、
表
彰
の
名
称
が

誤
っ
て
い
ま
し
た
。

　

正
し
く
は
「
国
土
交
通
大
臣

表
彰
」
と
な
り
ま
す
。
お
詫
び

し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

■
お
詫
び
と
訂
正

平
成
26
年
度

警
察
官（
大
学
卒
）募
集



お知らせお知らせ

　

県
で
は
、
発
達
が
気
に
な
る
お

子
さ
ん
が
、
身
近
な
地
域
で
早
期

に
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
平

成
26
年
４
月
か
ら
、
県
こ
ど
も
総

合
療
育
セ
ン
タ
ー
の
診
療
予
約
方

法
を
見
直
し
ま
す
。

　

お
子
さ
ん
の
発
達
が
気
に
な
る

場
合
、
ま
ず
は
、
町
健
康
増
進
課

の
保
健
師
や
、
お
子
さ
ん
が
通
わ

れ
て
い
る
保
育
所
、
幼
稚
園
な
ど

に
相
談
し
て
早
期
に
支
援
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

　

支
援
を
受
け
る
中
で
、
同
セ
ン

タ
ー
で
の
診
療
が
必
要
と
な
っ
た

場
合
は
、
支
援
を
行
っ
た
機
関
が

作
成
す
る
紹
介
票
を
基
に
、
診
療

予
約
を
行
い
ま
す
（
紹
介
票
が
な

い
と
予
約
を
受
け
付
け
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
）。

　

な
お
、
診
療
予
約
以
外
の
電
話

に
よ
る
ご
相
談
は
、
同
セ
ン
タ
ー

で
も
直
接
受
け
付
け
ま
す
。

問 

県
こ
ど
も
総
合
療
育
セ
ン

タ
ー

☎
０
９
９
（
２
６
５
）
０
０
０
５

【
相
談
専
用
】

☎
０
９
９
（
２
６
５
）
２
４
０
０

町
健
康
増
進
課
☎
内
線
２
７
７

　

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://
w
w
w
.pref.kagoshim

a.jp/
a
e2
0
/ke

n
ko
-fu
ku
sh
i/

syog
ai-syakai/chiteki/

ryouikukaisyo.htm
l

）

　

平
成
25
年
度
ま
で
実
施
し
て
い

ま
し
た
、
町
県
民
税
と
固
定
資
産

税
の
全
期
前
納
報
奨
金
制
度
は
、

平
成
26
年
度
か
ら
廃
止
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
理
解
を
お
願
い
し

ま
す
。
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や
く
し
ま
歌
壇

屋
久
島
石
楠
花
短
歌
会
選

県
こ
ど
も
総
合
療
育
セ

ン
タ
ー
の
診
療
予
約
に

つ
い
て

　シリーズ本「子ども哲学」の付録として書かれ
た小さな七つのお話と、新作「あの町で」を収録
した本です。初めての人生の「なぜ？」と出会っ
たとき、きみならどうするだろう。「よいことと
わるいことって、なに？」「自分って、なに？」「知
るって、なに？」「いっしょにいきるって、なに？」
・・・親子で読みたい一冊です。

　『夢をかなえるゾウ』著者らによる新刊。犬の
かわいい写真で癒

いや

されながら、人生で役立つ「大
切な教え」が、偉人のエピソードや名言とともに
学べます。
　学ぶほかに、ワンちゃん（犬）の写真集として
見るも良し、少しお疲れ気味な心にホッコリと読
むも良し！！

『 きみの町で 』

『 人生はワンチャンス！ 』

重松　清・著　ミロコマチコ・絵

水野敬也・長沼直樹・著

　　　図　　　書　　　名
タマサイ　魂彩
人間、このタガの外れた生き物
心
シルバー川柳
はじまりのかたち
知っていると役に立つ世間話
先延ばし思考
絵本の魔法
大人気 親子で遊べるたのしい！おりがみ
おひさまはどこ？

　　　作　　 者
星川　淳
池田　清彦
姜　尚中
ポプラ社編集部編
古居　智子
竹中　平蔵
ベリー・ジョン
司　修
新宮　文明
フィリス・ルート

（尾之間図書室）

宮之浦図書室　親子読書会
　３月19日（水）、26日（水）　10:30〜、13:30〜
尾之間図書室　おはなし会
　３月28日（金）　　　　　　10:30〜

高
さ
回
転
ひ
ね
り
に
着
地
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

神
技
平
野
は
忍
者
の
子
か
も　
　
　
　
　
　

寺　

田　

文　

昭

山
ん
こ
の
桜
咲
き
初
め
如
月
の

曙
会
の
宴

う
た
げ

和
み
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上　

田　

笑　

子

天
高
く
夜
空
賑
は
し
星
よ
星

齢よ
わ
い

重
ね
て
梅
も
咲
き
そ
む　
　
　
　
　
　
　

竹
之
内　

ふ
じ
江

明
治
の
世
七
学
童
の
命
代
へ

橋
は
か
か
る
と
祖
母
に
聞
き
た
り　
　
　
　

大
牟
田　

壮
一
郎

観
覧
車
眼
下
望
め
ば
雨
の
街

傘
の
花
々
積
木
の
電
車　
　
　
　
　
　
　
　

田　

中　

陽　

子

素
枯
野
に
ヒ
カ
ン
ザ
ク
ラ
の
咲
き
揃
い

春
の
訪
れ
知
ら
し
め
て
映
ゆ　
　
　
　
　
　

永　

野　

紘　

子

早
春
の
光
の
中
で
い
つ
の
間
に

椿
咲
い
て
た
わ
た
し
の
庭
に　
　
　
　
　
　

中　

島　

正　

代

開
聞
岳
少
し
く
雲
の
た
な
び
け
り

視
界
広
げ
し
陽
春
の
晴
れ
間　
　
　
　
　
　

寺　

田　

和　

子

＊ 
掲
載
希
望
の
方
は
、
毎
月
20
日
ま
で
に
必
ず
２
首
を
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

全
期
前
納
報
奨
金
制
度

廃
止
に
つ
い
て



◆
お
誕
生
お
め
で
と
う

氏　
名　
　
　

保
護
者　　
地
区

森
下
　
　

稀れ
あ

　

　
　
　
　
　
　
原

鮫
島
　
聖せ
い
ら來

　
　
　
　
　
楠
　
川

江
川
凪な

は

と
波
翔
　
　
　
　
　
宮
之
浦

門
﨑
　
紬つ
む
ぎ希

　
　
　
　
　
宮
之
浦

箱
﨑
　
心こ
こ
み美

　
　
　
　
　
宮
之
浦

真
辺
　
歩あ
ゆ
み実

　
　
　
　
　
志
戸
子

寺
田
　
紺こ
ん
の乃

　
　
　
　
　
吉
　
田

辻
　
　
絆は
ん
な那

　
　
　
　
　
平
　
内

大
山
　
望の

あ愛
　
　
　
　
　
安
　
房

◆
ご
結
婚
お
め
で
と
う

　
　
氏　
名　
　
　
　
地　
区

　
松
下
　
忠
邦  

（
兵
　
庫
　
県
）

　
伊
藤
　
友
香  

（
高
　
　
　
平
）

　
上
山
　
竜
太  

（
平
　
　
　
野
）

　
川
本
　
恵
美  

（
埼
　
玉
　
県
）

　
重
久
　
成
作  

（
安
　
　
　
房
）

　
小
池
　
美
咲  

（
楠
　
　
　
川
）

　
神
宮
司
義
大  

（
一
　
　
　
湊
）

　
森
永
　
麻
紀  

（
志
　
戸
　
子
）

　
森
下
　
　
健  

（
志
　
戸
　
子
）

　
吉
田
　
　
麗  

（
大
　
阪
　
府
）

　
吉
田
　
直
樹  

（
一
　
　
　
湊
）

　
峯
田
真
由
美  

（
宮
　
城
　
県
）

◆
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

氏　
名　
　
　
年
齢　
　
地　
区

山
﨑
　
　
彰
　
六
四
歳
　
栗
　
生

山
岡
　
秀
文
　
七
二
歳
　
湯
　
泊

岩
川
　
和
義
　
七
三
歳
　
尾
之
間

小
路
口
フ
ミ
　
八
七
歳
　
安
　
房

橋
口
　
キ
セ
　
九
〇
歳
　
船
　
行

日
高
　
知
一
　
七
五
歳
　
小
瀬
田

川
﨑
多
紀
子
　
八
八
歳
　
楠
　
川

児
島
　
克
己
　
七
九
歳
　
宮
之
浦

日
髙
　
英
樹
　
四
四
歳
　
宮
之
浦

中
島
　
　
讓
　
八
一
歳
　
宮
之
浦

内
田
　
　
保
　
八
三
歳
　
宮
之
浦

竹
之
内
松
生
　
八
一
歳
　
志
戸
子

寺
田
　
義
郎
　
七
〇
歳
　
一
　
湊

馬
場
　
春
芳
　
八
九
歳
　
一
　
湊

髙
橋
　
一
紀
　
六
八
歳
　
一
　
湊

日
髙
　
保
治
　
七
〇
歳
　
吉
　
田

日
髙
　
英
一
　
六
四
歳
　
吉
　
田

羽
生
誠
一
郎
　
六
〇
歳
　
永
　
田

山
口
　
一
郎
　
五
一
歳
　
口
永
良
部
島

◆
お
礼

　
社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の
方
か

ら
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。
厚
く
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。（
　
）
は
故
人
。

▼
湯
泊
の
長
濵
登
美
子
さ
ん

（
父
、
山
田
正
人
さ
ん
死
去
）

▼
尾
之
間
の
岩
川
晃
幸
さ
ん

（
父
、
和
義
さ
ん
死
去
）

▼
原
の
日
髙
順
一
さ
ん

（
父
、
安
男
さ
ん
死
去
）

▼
原
の
日
髙
順
一
さ
ん

（
母
、
京
子
さ
ん
死
去
）

▼
小
瀬
田
の
藤
原
伸
逸
さ
ん

（
妹
、
ノ
ブ
子
さ
ん
死
去
）

▼
小
瀬
田
の
日
高
美
智
子
さ
ん

（
夫
、
知
一
さ
ん
死
去
）

▼
宮
之
浦
の
内
田
カ
ズ
さ
ん

（
夫
、
保
さ
ん
死
去
）

▼
宮
之
浦
の
日
髙
か
お
り
さ
ん

（
夫
、
英
樹
さ
ん
死
去
）

▼
志
戸
子
の
有
留
和
昭
さ
ん

（
妻
、
友
子
さ
ん
死
去
）

▼
一
湊
の
髙
橋
ナ
サ
子
さ
ん

（
夫
、
一
紀
さ
ん
死
去
）

▼
吉
田
の
菊
浦
シ
ゲ
さ
ん

（
夫
、
仁
助
さ
ん
死
去
）

▼
吉
田
の
日
髙
廣
子
さ
ん

（
夫
、
保
治
さ
ん
死
去
）

▼
永
田
の
羽
生
重
美
さ
ん

（
弟
、
誠
一
郎
さ
ん
死
去
）

▼
口
永
良
部
島
の
山
口
ヱ
リ
子
さ
ん

（
子
、
一
郎
さ
ん
死
去
）
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戸
籍
の
窓

一
月
受
付
分（
敬
称
略
）

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
町
民
生
活

　
課
で
申
込
書
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

戸
籍
の
窓

大
　
剛

奈
　
菜

照
　
征

祥
　
子

雄
　
大

智
　
子

拓
　
也

恩
　
実

将
　
貴

優
　
衣

浩
　
樹

由
香
里

　
環

智
　
巳

和
　
明

文
　
香

　
英

優
　
香

栗生診療所の日程
☎ 48-2103

耳鼻咽喉科（予約制）　　
　3月27日（木）
        10：30〜12：30
        14：00〜15：00
 　4月17日（木）
        10：30〜12：30
        14：00〜15：00

永田診療所の日程
☎ 45-2273

※
諸
事
情
に
よ
り
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
利
用
の
際
に
は
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

皮膚科（予約制）
　 3月17日（月）午後
　 18日（火）午前
　 4月 7日（月）午後
　 8日（火）午前
眼科（予約制）
　 3月12日（水）午後
　10月13日（木）終日
　10月14日（金）午前
　 4月16日（水）午後
　10月17日（木）終日
　10月18日（金）午前
※３月２１日(金)〜３１日(月)は、
　永田診療所は、お休みとなります。

※３月は、通常の休診日（土・日）に加
えて、１３日(木)〜１８日(火)と、２５
日(火)、２８日(金）〜３１日(月）が、お
休みとなります。

平成 25 年度
のんびりゆったり屋久島里のエコツアー②

参加者募集！
中間集落

期　　日：３月２２日（土）２３日（日）宿泊なし２日間
費　　用：3,000 円（昼食費・材料費・保険料込）
定　　員：先着１０名程度（中学生以上対象）
　　　　　※ 両日ともに参加できる方
募集締切：３月１４日（金）

内容
・地元の方による『里の案内』
　中間ガジュマル・集落の行事について他
・集落内にて『サトウキビ刈り取り』から　
　『黒砂糖精製』まで体験

問 屋久島環境文化研修センター（☎４６－２９００）



3/21

平内民具倉庫公開
（9:00～17:00 ～13
日）

3/11
母子手帳交付日（尾
支所9:00～11:30）
宮保セ・尾保セ開放
（9:30～11:30）
第21回世界の屋久島
美術展展示（尾中公
～23日）

4/2

3/24

小・中学校入学式、
始業式
口永良部幼児学級入
級式

4/124/6 4/7

開発総セ…屋久島離島開発総合センター（宮之浦）
安総セ…屋久島町総合センター（安房）
宮体…宮之浦体育館（旧屋久島勤労者体育センター）
安体…安房体育館（旧屋久町体育館）
尾中公…尾之間中央公民館

尾支所…尾之間支所
安支所…安房支所
宮支所…宮之浦支所
尾保セ…尾之間保健センター
宮保セ…宮之浦保健センター 3  4

町民カレンダー

3/31

3/10
月

宮保セ開放（9:30
～11:30）
母子手帳交付日（宮
保セ9:00～11:30）

3/183/17

3/25

宮保セ開放（9:30
～11:30）
母子手帳交付日（宮
保セ9:00～11:30）
あいさつの日

4/1

火

3/19

親子読書会（宮図書
10:30～、13:30～）

小・中学校修了式
宮保セ・尾保セ開放
（9:30～11:30）
母子手帳交付日（尾
支所9:00～11:30）

3/26

3/12
水

親子読書会（宮図書
10:30～、13:30～）
八幡幼稚園卒園式

八幡幼稚園修了式 春分の日

「町報やくしま３月
号」発行日

中学校卒業式
口永良部島幼児学級
修了式

3/20

「町報やくしま４月
号」発行日

3/27
お話し会（尾図書
10:30～11:00）

4/3

3/13
木

3/28

4/4

永田幼児学級卒園式

3/14
金

3/22

4/5

3/15
土

3/29

青少年育成の日

かみやくスポーツク
ラブ「エンジョイ・
スポーツデー」（宮
体10:00～）おい♥ら
ぶ一湊文化祭（14:00
～旧一湊中学校体育
館）家庭の日

子どもといっしょに
読書の日
出張なんでも鑑定団
in屋久島放送日

各小学校卒業式

3/16

3/23

3/30

3/9
日

宮保セ・尾保セ開放
（9:30～11:30）
母子手帳交付日（尾
支所9:00～11:30）

4/8 4/9 4/10 4/11
永田幼児学級入級式

サイクリング屋久島にてサイクリング屋久島にて

サイクリング屋久島にてサイクリング屋久島にて

サイクリング屋久島にてサイクリング屋久島にて

サイクリング屋久島にてサイクリング屋久島にて

サイクリング屋久島にてサイクリング屋久島にて

サイクリング屋久島にてサイクリング屋久島にて

ジョギングやくしまにてジョギングやくしまにて ジョギングやくしまにてジョギングやくしまにて

ジョギングやくしまにてジョギングやくしまにて

ジョギングやくしまにてジョギングやくしまにて

神山小竹馬大会より神山小竹馬大会より

平成26年2月末現在
住民基本台帳に基づく人口（外国人を含む）

安　房
春　牧
平　野
高　平
麦　生
　原
尾之間
小　島
平　内
湯　泊
中　間
栗　生
　計
前月比

人　口
1,120

922
 280
182
282
474
802
200
658
224
222
515

13,469
− 26

世帯数
568
443
138
90

156
217
429
86

322
130
121
282

6,807
− 15

本　村
湯　向
永　田
吉　田
一　湊
志戸子
宮之浦
楠　川
椨　川
小瀬田
長　峰
永久保
船　行
松　峯

人　口
129
11

511
191
742
365

3,207
445
104
456
389
157
282
599

世帯数
71
8

267
104
407
193

1,540
223
50

238
209
79

161
275

●人の動き●●編集後記●
　春の嵐来たりて、島では木の芽流
しが春の訪れを告げ、もうしばらく
するとソメイヨシノが、山桜に先駆
けて、ちらほらと里を彩る季節ー。
　山の観光シ−ズンが始まり、山岳
バスが運行を開始し、森・水開き。
春分の日を過ぎる頃には、栗生のシャ
クナゲの森公園も盛りの時期を迎え
ますね。
　自然が春へと向かうよう、里でも
様々な取り組が脈々と行われていま
す。私もそろそろ動きださなきゃ。
　屋久島は、今日も元気です。　　

　　　　　　　　（ヒロ）

町
報

平
成
2
6
年
3
月
号

■
 発
行
・
編
集

　
 屋
久
島
町
企
画
調
整
課

〒
891-4207
鹿
児
島
県
熊
毛
郡
屋
久
島
町
小
瀬
田
469-45

TEL 0997-43-5900
FAX 0997-43-5905

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.yakushima-town.jp/
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